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令和２年度に国土交通省が創設した「マンションストック長寿命化等モデル事業」の令和

３年度第１回提案について、国立研究開発法人建築研究所による応募提案の評価が終了し、

「計画支援型」で２者２件、「工事支援型（長寿命化改修工事）」で２者２件、「工事支援型

（建替工事）」で１者１件を、マンションストック長寿命化等モデル事業の採択事業として

適切であると評価しました。 
 
この結果を国土交通省に報告するとともに、本研究所ホームページにおいて公表いたし

ましたので、お知らせします。 
国立研究開発法人建築研究所 マンションストック長寿命化等モデル事業ホームページ 

https://www.kenken.go.jp/mansion_s/index.html 
 
１． マンションストック長寿命化等モデル事業の概要 

（１） マンションストック長寿命化等モデル事業は、今後急増する高経年マンションにつ

いて、適切な維持管理を促進するとともに、改修や建替によるマンションの円滑な

再生を図る取組を促進するため、 老朽化マンションの再生検討から長寿命化に資す

る改修や建替え等を行う先導的な再生プロジェクトを公募し、国が事業の実施に要

する費用の一部を補助することにより、 優良事例・ノウハウを収集し、マンション

の再生に向けた全国への普及展開を図ることを目的とした事業である。 
（２） 募集部門は以下のとおりである。 

１）計画支援型［事業前の立ち上げ準備段階への支援タイプ］ 
  先導性の高い長寿命化等の改修や建替えに向けた事業を実現するために必要な   

調査・検討等の準備段階の取組を対象とする。 
２）工事支援型［長寿命化等の改修工事や建替工事の実施段階への支援タイプ］ 
 ① 長寿命化改修工事 
  老朽化マンションの長寿命化に向けて、先導性が高く創意工夫を含む改修や修  

繕の取組を対象とする。 
 ② 建替工事 
  長寿命化改修工事を行うことが、経済的に不合理なケースや、区分所有者の合  

意形成の状況等によっては建替で再生を図ることが合理的であるケースとして

有識者委員会で認められた場合には、一定の要件を満たす建替工事については、

支援対象となる。 
（３） 国立研究開発法人建築研究所は、学識経験者からなる評価委員会を設置し、応募提

 

令和３年度 マンションストック長寿命化等モデル事業の第１回提案の評価

結果を公表しました。 



 

案の評価を実施した。 
 

２．提案募集の状況及び審査の経緯 

（１）国土交通省において令和３年４月１日から提案募集を行い、６月 18日の第１回の

応募締切までに、５者５件の提案を得た。 
内訳は、「計画支援型」が２者２件、「工事支援型（長寿命化改修工事）」が２者２

件、「工事支援型（建替工事）」が１者１件であった。 
事業タイプ 応募件数 提案者種別 

計画支援型 ２件 マンション再生コンサルタント ２件 

工事支援型 

（長寿命化改修工事） 
２件 施工業者 ２件 

工事支援型（建替工事） １件 買取再販業者 １件 

合計 ５件   

 
（２）国立研究開発法人建築研究所において、評価委員会【別紙１】を設置し、提案事業の

評価・審査を行った。 
 

３．評価の総評 

○ 今回の募集分では５者５件の提案があり、「計画支援型」で２者２件、「工事支援型（長

寿命化改修工事）」で２者２件、「工事支援型（建替工事）」で１者１件をマンションスト

ック長寿命化等モデル事業の採択事業として適切であると評価した。 
○ 本事業は、マンションの再生に向けて、具体的な課題解決を図るモデル的なプロジェ

クトに対して支援を行い、その成果の全国展開を図る目的であるため、提案書において、

提案対象のマンションを取り巻く現状及び課題の具体的な説明があり、それに対する対

応策を検討し、実施に向けて具体的に提案されていることを前提に、今後普及が期待さ

れる先導性や汎用性等の観点から、採択事業として適切であるものを評価した。 
○ 今回、適切と評価した計画支援型の提案（２者２件）について、概要は以下のとおり

である。 
・高層マンションにおいて、災害時の安全性・在宅避難の継続性のため、移動手段であ

るエレベーターの免震化を伴う増設案等を検討する提案 
・超高層マンションにおける地下配電設備の浸水対策、及び利用頻度の低い共用施設へ

の災害対策の観点からの機能付加を図る提案 
○ 適切と評価した工事支援型（長寿命化改修工事）の提案（２者２件）について、概要

は以下のとおりである。 

・耐震改修を始めとする性能向上改修の実績のあるマンションにおいて、中長期的な計

画に基づき、共用給排水管を樹脂管に交換し耐震性・耐火性・耐久性の向上、ライフ

サイクルコストの低減を図る改修工事の提案 
・住みながらの工事による共用給排水管の交換において、マンション固有の状況に応じ

た住民の負担軽減へのきめ細かな配慮、工程計画や合意形成の工夫、性能向上への工

夫が見られる改修工事の提案 
○ また、適切と評価した工事支援型（建替工事）の提案（１者１件）について、概要は

以下のとおりである。 



 

・郊外団地の建替えにおいて、敷地分割により保留敷地を設定し、施行再建マンション

と保留敷地における新マンションの分譲時期の調整を図り、災害時における中庭空

間の一般開放や防災倉庫を設置する提案 
 

４．採択事業として適切であると評価した提案の一覧と概評 

【別紙２】のとおり。 
 

 
以上 

 
（内容の問合せ先） 
国立研究開発法人 建築研究所 
所属 マンションストック長寿命化等 

モデル事業評価室   
氏名 布田 健・渡邊 史郎 
電話 029-864-6622（直通） 
E-mail k_nunota@kenken.go.jp  

 
 



 

【別紙１】 

 

令和３年度マンションストック長寿命化等モデル事業 評価委員会 

 

 

評価委員 

委員長 松村 秀一 東京大学大学院 工学系研究科建築学専攻 特任教授 

委員 

齊藤 広子 横浜市立大学 国際教養学部 教授 

篠原 みち子 弁護士、一般社団法人マンション管理業協会理事等 

朝吹 香菜子 国士舘大学 理工学部理工学科建築学系 准教授 

濱崎 仁 芝浦工業大学 建築学部建築学科 教授 

藤本 秀一 国土技術政策総合研究所 住宅研究部 住宅計画研究室長 
（敬称略） 

 
 
 
 



 
【別紙２】 

採択事業として適切であると評価した提案の概要と概評 

番号 提案区分 
マンション名 

提案概要 概評 
提案者 

１ 

計画支援

型 

 

シャンボール三

田 

【高層マンションにおける、災害時に備えたエレベーターの免震化

を伴う増設案等の検討】 

築約 40 年、324 戸の高層マンション。既存エレベーターは、

構造・性能に課題があり、被災時に稼働できない可能性が高い

ため、非常電源により稼働するエレベーターの耐震改修案と、

免震化を伴う増設案の比較検討を行う。 

多様な居住者が入居する都心の高層マンションに

おける、災害時の安全性、在宅避難の継続性を実現

するための移動手段の確保という観点はモデル的

な試みであり、非常電源により稼働するエレベー

ターの耐震改修案と、免震化を伴う増設案の比較

検討を行う点は先導的であると評価した。 

（一社）新都市

ハウジング協会 

２ 

スカイシティ南

砂 

【超高層マンションにおける地下配電設備の浸水対策、利用頻度

の低い共用施設への災害対策の観点からの機能付加】 

築約 30 年、260 戸の超高層マンション。地下配電施設の浸水

経路の調査と浸水防止対策の検討を行い、概算工事金額を算出

した上で費用対効果を比較検討する。また、使用頻度の少ない

共用施設を災害対策本部及び避難場所として活用するための

改修検討を行う。 

地下に配電施設があることを踏まえた浸水防止対

策の検討や利用頻度の低い共用施設への災害対策

の観点からの機能付加など、当該マンション固有

の条件に対して防災の観点から機能向上を図る提

案であり、先導的であると評価した。 

（一社）日本マン

ション管理士会

連合会 

３ 

工事支援

型（長寿

命化改修

工事） 

四谷ガーデニア 
【耐震改修等の性能向上改修の実績のあるマンションにおける、

中長期的な計画に基づく共用給排水管の改修工事】 

築約 40 年、175 戸の耐震改修済のマンション。計画的な修繕、

耐震改修等の性能向上改修の実績あり。非構造部材の耐震対策

のため、共用排水管、共用給水管及び専有住戸の給水管・給湯

管を樹脂配管に更新する。 

耐震改修等の実績がある中で、非構造部材である

共用給排水管も更新し建築物全体の耐震性向上に

つながる点、及び共用給排水管更新工事ロードマ

ップを用いて合意形成を図る等、計画的かつ着実

に合意形成を図りながら、性能向上、長寿命化を推

進している点を先導的であると評価した。 

（株）エフビーエ

ス 

４ 

西葛西ハイツ 

【住みながらの工事における住民負担の軽減、工程計画や合意形

成の工夫、性能向上への工夫が見られる改修工事】 

築約 40 年、４棟・301 戸の耐震改修済のマンション。共用給

排水管の更新に当たり、工事中の住民負担の軽減を図るため、

配管切替工事の回数削減等を図る。あわせて、専有部トイレ排

水管の改修や高速通信ネットワークに対応可能とする電線管

の敷設も行う。また、住民への説明会や個別訪問等も行う。 

マンション固有の状況にあわせ、住民の負担軽減

に配慮した改修方法や工程計画を提案している

点、給排水管の同時更新による合理性を評価した。

また、給排水管更新工事とあわせて性能向上を図

る創意工夫や、工事中のきめ細かな配慮も見られ、

汎用性があり参考となる改修方法のパッケージと

して先導的であると評価した。 

（株）太平エンジ

ニアリング 

５ 

工事支援

型（建替

工事） 

習志野台三街区

住宅団地 

【郊外団地の建替えにおける敷地分割の手法の活用、災害時に

おける中庭空間の一般開放や防災倉庫の設置】 

築約 50 年、郊外の駅に近接する 12 棟・318 戸・EV なしの団地

型マンションの一括建替え。敷地分割により保留敷地を設定。

施行再建マンションでは、災害時の中庭空間の一般開放、防災

備蓄倉庫の設置により地域貢献を図る。また、施行再建マンシ

ョンと保留敷地における新マンションは段階的な供給とする。 

仮移転期間の短縮や、保留敷地における新マンシ

ョンの分譲時期の調整による供給過多の回避、保

留敷地の工事ヤードとしての活用など、敷地分割

のメリットを活かした建替え事業であり、災害時

の中庭空間の一般開放や防災倉庫の設置などによ

る地域貢献も含め、先導的であると評価した。 

日鉄興和不動産

（株） 




